
市民公開シンポジウム

3/3（月）
◼ がん研有明病院吉田記念講堂（定員80名）

◼ ZOOMウェビナー（定員500名）

13:00〜15:30
 開場12:45

2025年 ハイブリッド開催

参加費無料・事前申込制

第２回がん研Gene Awareness

主催：がん研究会 有明病院 臨床遺伝医療部／Gene Awarenessプロジェクト
共催：特定非営利活動法人クラヴィスアルクス 遺伝性乳がん卵巣がん（HBOC）当事者会
本シンポジウムは、日本癌治療学会／ファイザー株式会社 「がんゲノム医療に関する環境整備を推進する為の取り組み」プロジェクトから
研究助成を受けています。
お問合せ先：がん研究会有明病院 臨床遺伝医療部（病院10番外来）TEL：03-3520-0111（大代表）

太宰 牧子 氏
特定非営利活動法人クラヴィスアルクス
（遺伝性乳がん卵巣がん当事者会）

休憩（14:00からを予定 10分程度）

植木 有紗 氏
がん研究会 有明病院
臨床遺伝医療部

QRコードまたは上記URLより申込フォームをご確認ください。
申込締切 2025年2月28日（金）17時

https://forms.gle/zqTqEGDdsico4vCu8

司
会
進
行

平沢 晃 先生 岡山大学学術研究院医歯薬学域 臨床遺伝子医療学分野

「遺伝情報を知ることでがんの予防や治療に役立てる」

鈴木 直 先生 聖マリアンナ医科大学 産婦人科学

「小児・AYA世代のがん患者等の
妊孕性温存療法研究促進事業がかかえる次の課題」

第
一
部

武藤 香織 先生 東京大学 医科学研究所 ヒトゲノム解析センター

「ゲノム医療を支える社会のありかた」

清水 研 先生 がん研究会 有明病院 腫瘍精神科

「がんとこころ」

第
二
部

石岡 宏太 先生 がん研究会 有明病院 臨床遺伝医療部

「オンラインを用いた協働遺伝診療モデル構築の試み」

情
報
提
供

開会の挨拶 佐野 武 先生 がん研究会 有明病院 病院長

閉会の挨拶 大野 真司 先生 博愛会相良病院 院長
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